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　星野公平ニュース

Ｎｏ．１５６　　２０１２年　３　月　１５　日

発行　星野公平　　(日本共産党桑名市議団) 
住所　桑名市立花町１－１４－７　電話　２２－２９７５
国会　消費税増税が前提の来年度予算案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐｐｐｐｐｐｐｐ  ー日本共産党は組み替え動議を提出し反対―　　　　　　　　　　　　　　　ｐ２０１２年度予算案（一般会計総額９０兆３３３９億円）は、８日に衆議院本会議で採決が行われ、民主党・国民新党など与党の賛成多数で可決され、参議院に送られました。日本共産党など野党は反対しました。日本共産党は、本会議に先立つ予算委員会で、予算の組み替え動議を提出しましたが、否決されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ日本共産党の予算案に対する反対の理由は以下の通りです。                （１）消費税大増税は国民生活に深刻な打撃を与え、経済も財政も破壊する。社会保障の財源は、証券優遇税制の廃止や新たな法人税減税中止など、富裕層や大企業優遇の不公平税制の是正を行うことなどで確保すべき。（２）年金支給額の削減、後期高齢者医療や介護保険料の値上げ、子ども手当の廃止など社会保障の切り捨てになっている。（３）人間らしい労働のルールの確立、中小企業振興、環太平洋連携協定（ＴＰＰ）参加をやめ、食料自給率の向上と農林漁業の再生を図るよう求める。（４）沖縄県民の総意を踏みにじって名護市辺野古への米軍新基地建設を押し付けることは認められない。（５）原発事故の全面賠償で東電と利害関係者に責任と負担を求め、東日本大震災の被災者の生活と生業の再建に国が責任を果たさなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ組み替え動議は（１）消費税増税を撤回する（２）社会保障の再生に踏み出す（３）国民所得を増やし、内需主導の経済政策に転換する（４）東日本大震災からの復興、生活と生業の再建を本格的に進める（５）東電原発事故の除染と全面賠償に総力をあげ、原発からの撤退を決断するの内容です。
「ルールある経済社会」と「自主・自立の平和外交」
世界の動きがわかる「しんぶん赤旗」をお読みください

日刊紙　月３４００円　　日曜版　月８００円

桑名市議団 星野公平のＨＰは　   http://hoshino.jcpweb.net/
ご意見をお寄せください　ＦＡＸは２２－３０２８　（星野）　　　　　　　　　　
桑名市議会　星野公平の代表質疑（３月６日）

さっぽろ・さいたま・東京立川で孤立死の報道が相次ぎました。どこにも相談できない困窮家庭、社会的な接点の少なさが問題視されています。

また、国保税を滞納したことによって正規の保険証を取り上げられたり、窓口負担金が払えないなどの経済的理由によって、医療機関への受診が遅れて死亡した人が昨年だけで６７人にのぼったと全日本民主医療機関連合会（民医連）の報道もありました。調べてみると、三重県では３例もありました。しかし、これらは氷山の一角で、全国では５０００人を超えていると推定されています。

これが今の日本の現状です。

桑名市でも、２００９年に「餓死事件」があり、「孤独死」が続いた事は忘れ去ることができません。

今、国は、「社会保障と税の一体改革」で、社会保障（年金、医療、介護、子育て等）を改悪し、私たちに大幅な負担増（消費税の大増税）を押し付けようとしています。これでは、私たちの生活が破壊され、経済も混乱に陥ることは、歴史が証明しています。

桑名市は、今、何をなすべきなのか。

役所内であった不祥事を解明して根絶させ、国の悪政の防波堤となって、市民の暮らし・生活・健康を守ることが求められています。

以上を前提に、日本共産党桑名市議団を代表して、市長に大きく４点、１、不祥事関連問題、２、防災（安心・安全に暮らせるまちづくり）、３、民間への委託問題（効率的なまちづくり）、４、福祉のまち桑名（健康で思いやりのあるまちづくり）、について伺います。 　　　（代表質疑の冒頭発言より、裏面の写真はその時の様子）
【代表質疑】の詳細
１、職員の倫理と入札制度について、

【星野公平の質問】
今議会、冒頭での市長の「最後」の「市政運営の基本的な考え方と主要な取り組み」「新年度予算や議案の説明」には全く失望しました。（内容は市議会のＨＰで見れます）
市長は、昨年の最大の事件、職員や市長自身の後援会の側近者等の逮捕事件について何も触れられませんでした。もう終わった事なのでしょうか。私は、この問題の真の解決なくして、先には進めないと思います。

（１）この問題を解決するためにか、今議会に２つの条例（職員倫理審査会、入札監視委員会）の制定が出されています。①「職員倫理審査会条例」は「職員倫理条例」の制定と言っていますが、職員の倫理とは何だと考えていますか。

【市長公室長の答弁】
倫理という言葉を調べてみると、「人のみち」とか「社会秩序の原理」と表されており、それぞれの職業が果たすべき役割から生じる義務や社会の期待と信頼に応える行動のあり方として職業倫理という言葉がある。公務員はその職務がより大きく社会に影響するため、公務員に対する社会の期待や信頼に応える行動規範として高い職業倫理が求められており、これを公務員倫理と呼んでいる。公務員として求められている市政や心構えを身に付け、公務員倫理の保持、倫理意識を高めることに努め、市民の皆さんから信頼される行動をしていく必要があると思っている。そこで、市職員としての倫理意識を高めるためには、まず、慣習に流されず、感覚の麻痺を防ぎ、市民の目線による判断のできる職員となるための意識改革が必要です。職員の意識が高まれば、それがまた職場風土改革につながり、組織として違反を許さない健全な組織風土が構築され、業務手法の見直しにつながっていきます。倫理意識を高めることで、公正かつ円滑な職務遂行を心掛けてまいりたい。
【星野公平の再質問】現在ある「職員倫理規程」との関係は。その中にある「倫理委員会」の設置はどうなっているのか。

【市長公室長の答弁】新たな条例の中に取り入れていく。倫理委員会は開催してない。不祥事対策委員会で行ってきた。
【星野公平の質問】
（２）研修については、市長は、冒頭の説明の中で能力開発の研修しか述べておられませんでした。今必要なのは、先ほど（１）の①で質しました「倫理」に関わるもので、特に幹部に対する人間としての研修だと考えます。①・尊敬される幹部とは。②・公務員としてあるべき姿は。どの様に考えられておられるか。

【市長公室長の答弁】
①　所属長である管理職員は、しっかりと組織の目標を認識しつつ、自治体を取り巻く環境や時代の変化に的確に対応できるよう、日ごろから業務以外の情報、あるいは情勢にも関心を持ち幅広い視野を養い、柔軟な発想力を身につけている必要があります。そして、部下の事務執行状況、あるいは健康状況といった部分についてもしっかり把握し、適切に助言、指導を行っていくことができ、風通しのよい職場環境を作っていける能力が必要です。②　桑名市では目指すべき職員像を幾つか定めて人材育成に取り組んでいる。１つは、質の高い行政サービスを提供するために、常に市民の視点に立ち、市民と共に考えることができる職員。２つめは、仕事への情熱と学習意欲を持ち、新たな課題へ積極果敢にチャレンジする職員。３つめは、広い視野と創造力を高め、スピード感とコスト意識を持って職務を遂行できる職員。４つ目は、高い倫理観や人権意識や優しさ、思いやりの心を持った信頼される職員であり、公平・公正な職務の遂行に努め、仕事を最後までやり遂げる強い使命感と責任感を持つ職員でなければならない。

【星野の意見】まちづくりの主役は市民、行政は市民と共同してというが、現状は主従が逆転しているのではないか。

その他に以下の質問をしましたが、改めて詳細を掲載予定です。
１、（１）②「入札監視委員会条例」制定で、「入札調査委員会」との関係はどうなるのか。今後の入札制度をどうして行こうとするのか。

２、防災に関して、
（１）災害時に水道（水）をどう確保するのか。
（２）市民に災害時の避難方法等を徹底させるには。
３、公の施設の管理・運用について、
（１）民間への委託（ＰＦＩ、指定管理、業務委託）はどこまで進めるのか。
1 山崎苑の社会福祉協議会への委託は如何なものか。
2 小学校給食の民間委託は全校に及ぶのか。
（２）桑名駅北有料駐輪場の会計収支は（建設時の話と違って大赤字）。
４、福祉のまち桑名市にするために、
（１）国民保険税の値下げを。　　　　（２）介護保険料の値上げストップ。
（３）福祉医療費の窓口負担ゼロに。
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本会議での代表質疑　　　   　駅前での３・１１原発ゼロ宣伝行動
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